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1 はじめに
株式会社ウェザーニューズ (WNI) は, 天気アプリの
ユーザーから図 1の空画像と気象情報を報告してもら
うウェザーリポートに取り組むことで高い予測精度を
達成した. 我々はリポートの自動化を目的に,車載カメ
ラと畳み込みニューラルネットワーク (CNN)による気
象認識を用いた投稿システムを提案する. ウェザーリ
ポートには, ユーザーが直感的に選択した降雨強度に
関する気象情報が含まれている. そこで,本研究では降
雨強度の取得を目的に CNNによる降雨強度レベル (小
雨・中雨・大雨)の分類を行う. また,深層学習モデルの
注視箇所を可視化する Grad-CAM[1]で判断根拠を分析
した.

図 1 ウェザーリポートの例

2 ウェザーリポート自動投稿システム
ウェザーリポートは気象予報に関する重要な情報源
であるものの, ユーザーが投稿できる地点と時間が限
定されるため他の媒体からもデータ取得が求められる.
そこで, 通信型車載カメラと画像認識を活用したウェ
ザーリポートの自動投稿システムを提案する. 図 2に
システムによる撮影から投稿までの流れを示す. この
システムは自動撮影.空画像の選抜 [2],気象認識（天候,
降雨強度レベル,雲の種類）,自動リポートの 6つの処
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理で構成される. 本研究では,降雨強度レベル分類のモ
デル性能に焦点を当てる. Pytorch提供の学習済みモデ
ル Vgg16,ResNet50,ShuffleNet,WideResNet101,EfficientNet
を用いて,バッチサイズ:8,epoch:30で学習し精度を比較
した. 結果として,EfficientNetが最も高い精度を示した
ため,以後本研究では EfficientNetを用いて議論する.

3 データセット
従来のウェザーリポートの場合,ユーザーは表 1の一

列目の 5つの擬音をもとに降雨強度を直感で選択する.
ユーザーは視覚情報だけでなく聴覚情報である雨音も
手がかりにしていることから. 視覚情報のみでの 5レベ
ル分類は困難と考えた. そこで,提案システムでは車の
ワイパー速度 (High,Medium,Low)と降雨強度の相関 [3]
を参考に,表 1の二列目に示すように小雨,中雨,大雨の
3レベルの降雨強度で分類する.

表 1 降雨強度レベルの指標比較
WNI 提案システム 降雨量
ポツポツ 小雨 1mm未満
パラパラ 1∼2mm
サー 中雨 2∼4mm
ザーザー 大雨 4∼10mm
ゴォーー 10mm以上

データセットは 2022年に沖縄県で撮影した車載カメ
ラ画像と気象庁のアメダス観測記録で作成した. デー
タセットは小雨が 604枚,中雨が 687枚,大雨が 604枚
の合計 1895枚である.

4 結果と考察
EfficientNetによる分類精度は 92.61%で,各クラスの

F値は大雨が 99%と高い精度を示す一方で,小雨が 88%
と中雨が 91%と精度が下がった. これは,小雨と中雨は
降雨量の設定幅が狭く,見た目の違いが微細であるため
と考えられる. 一方で,大雨の設定幅は 4mm以上と上
限がなく,2つのクラスと比較して見た目の違いが出や
すいため,精度が高いと考察する.

5 Grad-CAMによる注視点分析
図 3に Grad-CAMによる判断根拠の可視化の一例を

示す. 判断根拠となった箇所は暖色でヒートマップ化

Copyright     2024 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-471

1S-08

情報処理学会第86回全国大会



図 2 自動投稿までの流れ

される. 小雨の例では空と車を注視している. また,中
雨と大雨は車だけでなく,路面に反射した車のライトも
注視している. このことから,空だけでなく,車のライ
トや路面の反射も分類根拠と考えられる.

図 3 Grad-CAMによる分類根拠の可視化の結果

正しく分類することができたテストデータ 163枚の
注視箇所を分析した結果を表 2に示す. 表 2から,車を
注視している割合は小雨よりも中雨と大雨が多く, 降
雨量が増えると車を注視する傾向があることがわかる.
降雨量が増えるとフロントガラスに付着する水滴も大
きくなるため,光の拡散反射が強くなる. その結果,車
のライトや反射された路面が目立つようになり,重要な
特徴量になり注視されたと考える.
監視カメラ画像による降雨量の回帰予測 [4]では,降
雨強度と輝度値の間に正の相関があることが確認され
ている. 以上の結果から,輝度値は車載カメラによる降
雨強度レベルの分類にも関係し,車のライトが重要な特
徴量になったと考える.

表 2 各クラスごとの注視点箇所の分析結果
クラス 小雨 中雨 大雨
車 14.29% 39.66% 32.14%
路面 71.43% 50.00% 48.21%
空 10.20% 5.17% 0.00%
その他 4.08% 5.17% 19.64%

6 まとめ
本研究では,車載カメラによる気象情報の取得を目的

に降雨強度レベルの分類と GradCAM にによる注視点
分析を行った. 結果として,小雨と中雨は大雨と比較し
て特徴の変化が微細なため精度が低いことがわかった.
また,Grad-CAMによる注視点分析から,空だけでなく路
面と車のライトも重要な分類根拠であることがわかっ
た. これは,降雨強度の増加に伴う輝度値の増加が関係
していると考えられる. 今後の展望としては,撮影場所
や時間の多様性を考慮したデータ数の増加が今後の課
題である.
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